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  見守りにつながる地域の取り組み

見守りにつながるって？
 近年、少⼦⾼齢化の進⾏や経済状況の変化を受け、福祉課題の「複雑化・多様化」が進み、

社会的孤⽴や孤独死等の社会的な問題が⽣まれています。

 誰もが住み慣れた地域で安⼼して暮らしていくためには、平時から地域の⼈々と関わりを持

ち、お互いにつながり、⽀え合うことが求められています。

 そのような中、市内各地で地域のつながりを意識した取り組みが⾏われています。

 本冊⼦は、地域の活動の「つながり」や「⾒守りの機能」に着⽬し紹介することで、地域で

の住⺠同⼠の活動に⼀⼈でも多くの⽅に関⼼を持ってもらうことを⽬的に作成します。
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c on t e n t

 「周りの⼈も、⾃分も⾼齢になった時

に地域で暮らし続けられるように、サロ

ンを始めたい。」という地域住⺠からの

相談をきっかけに、区⻑や⽼⼈クラブ会

⻑、⽣活⽀援コーディネーター（社協職

員）と打ち合わせを進め、村久野区で

「コミュニティサロン☆むらっこ」の活

動が始まりました。

 福祉や健康のプロの協⼒のもと、講座

や体操、⾳楽演奏会などを⾏い、⼩さな

お⼦さんから⾼齢の⽅まで、誰もが参加

できる場として開催しています。

年を重ねても地元で暮らしたい

 村久野区では、年を重ねても住み慣れた地元で暮らし続けられることを⽬指して、村久野区を中⼼に誰
もが参加できる「コミュニティサロン☆むらっこ」を開催しています。

▲作業療法⼠による簡単ストレッチ

▲⾚ちゃんから⾼齢の⽅まで多世代の⽅が参加

活動紹介動画
YouTubeで公開中



　　「支える」が「支えられる」に
 代表者が体調を崩し、サロンを⽋席をされた後

に、参加者から「元気にしてた？⼤丈夫？」「今⽇

は会えて嬉しいわ。」と声をかけられたそうです。

「来てくれた参加者に元気で過ごしてほしい・周り

のために始めたつもりだったけど、実は⾃分が元気

をもらって、この場所・みんなに⽀えられてい

た。」と話がありました。

 サロンの場をきっかけに、お互いに⽀え合う関係

をつくることができています。

　　だれもが活躍できる場
 参加者の中には、読み聞かせや⿐笛やヨガなど様々

な特技をお持ちの⽅も。実際に特技の披露や、講師と

してレクチャーされることもあります。また、⾼齢世

代から若い世代に、季節⾏事について教える場⾯もあ

り、だれもが役割を持って活躍しています。

�協�員が発⾒�

見守り機能の
キラッとポイント 「関係が更に深くなった」

 「楽しいよ、⼀緒に⾏こうよ。」と参加者の⽅が

サロンにお誘いをすることで、周りの⼈に声をかけ

るきっかけになっているそうです。また、中には

「元々知り合いだったけれど、実はサロンができる

まで、こんな⾵にゆっくり話す機会はなかった。」

との声がありました。

 活動をきっかけに更に地域の関係が深まり、⾒守

りの機能にもつながっています。

▲スタッフ⼿作りグッズで季節⾏事

参加者の声から。
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 野⽩区にて、地域包括⽀援センターの

働きかけにより、認知症の⽅の⽀援につ

いて、ご家族や⺠⽣委員、⽼⼈クラブの

会⻑など地域の関係者で話し合う機会が

ありました。その中で「認知症の⽅も地

域で⼀緒に活動できる場があるといい

な」という声があがり、「サロン野⽩」

がオープンしました。

 多くの⽅が、⼀緒に活動できるよう、

⽉曜⽇は体操、⽕曜⽇は卓球と⼿芸、⽔

曜⽇は健康⿇雀、⾦曜⽇はグランドゴル

フなど様々な活動が展開されています。

 参加者みんなで活動後にお茶会をする

ことも。

だれもが集える場所を

 野⽩区では、『サロン活動⽇に⾏けば、何かやってる！誰かに会える！』をコンセプトに、週に４回、
曜⽇によって活動内容を変えながら「サロン野⽩」を開催しています。

▲活動後のお茶会「あの⼈最近どうしとる？」 

▲初⼼者から経験者までみんなで卓球



　　手は動かず、口が動く手芸活動
 毎週⽕曜⽇の⼿芸活動は、それぞれが思い思い

の作品を作っています。

 作品展を開催したところ、⽑⽷で編んだ服やぬ

いぐるみ、粘⼟で作った置物、折り紙など、会場

の壁に作品が所狭しと並びました。ある作成者か

らは、「ここで作ろうと思って持ってくるんだけ

ど、進まないの。⼝しか動かない。けど、だから

いいの。」との声がありました。

 活動をきっかけに集い、会話が弾む場になって

います。

　　参加者の得意が活動の支えに

 ⽊⼯が得意な⼈が⿇雀台を作ってくれたり、前に遠

くにグランドゴルフに⾏っていた⽅がいるからと⾦曜

⽇の活動にグランドゴルフを取り⼊れたりと、様々な

活動の裏には、参加者の得意が⽀えになっています。

�協�員が発⾒�

見守り機能の
キラッとポイント 「顔見知りが増え、立ち話が増えた」

 地域で知っている⽅がほとんどいなかったという

Sさん。「この⼈のお陰で、近隣の⽅のお顔と名前

が⼀致して、お話しするようになったから、感謝し

ている」と誘ってくれた⽅を⽀えながら家まで送る

姿がありました。

 ２⼈の⽀え合う関係のみでなく、近所の顔⾒知り

や話せる⼈が増え、⾒守りの機能にもつながってい

ます。

▲みんなで同じものを作る⽇も（⼿芸）

参加者の声から。

習字が得意な参加者がサロ
ンの活動周知ができればと
ポスターを作成！

▲



��場
imaichiba

c on t e n t

「お庭を活⽤して何か活動できないか」

という地域住⺠の⼀⾔からはじまった晴

耕⾬読F＆G。

 はじめは社協職員（⽣活⽀援コーディ

ネーター）2⼈だけの話し合いでしたが

「今市場の⼈と⼈とのつながりづくりを

したい」という想いを地域に発信する中

で共感した地域住⺠が徐々に増えていき

ました。

 ⾃分のできることで協⼒する、をモッ

トーに「お野菜マルシェ＆オープンガー

デン」を開催しました。四季のお花やお

庭の畑から採りたての新鮮なお野菜販売

など関係者を含め60名を超える参加があ

りました。

1人の声からはじまった取り組み

 今市場区では、有志の地域住⺠が定期的に集まり「今市場で⼈とのつながる機会をつくる」をテーマに
オープンガーデンやお野菜マルシェなどを⾏う「晴耕⾬読F＆G（ファーム＆ガーデン）」があります。

▲天気の良い⽇はお外で話し合い（ミーティング）

▲販売⽤の果物を袋詰め、できることで協⼒



　　お花とお野菜から生まれる会話
 参加された⽅の中には⾜が不⾃由な⽅もいまし

た。その⽅からは「最近は遠出することができな

かった。好きな花々を⾒る機会になってとても嬉

しい」「次のシーズンまで健康でいなくちゃ」な

どの声がありました。

 またお庭を⾒学したり、お野菜を販売している

中で「久しぶり、元気だった」「あれ、どこかで

お会いしたことありますよね」などと活動を通じ

て参加者や関係者の間で会話が⽣まれました。

　　得意なこと、好きなことで活動
 今回のイベントを迎えるにあたり、晴耕⾬読F＆Gの

協⼒者が⾃分の得意なことを活かして、それぞれの役

割を担いながら活動していました。

 ⼒作業は苦⼿だけどお野菜を紹介することは得意、

⼈とおしゃべりすることは得意など、できる⼈ができ

ることに取り組んでいます。

�協�員が発⾒�

見守り機能の
キラッとポイント 「イベントを通じて人がつながる」

 定期的に⾏う晴耕⾬読F＆Gのミーティングでは

協⼒者同⼠で「今市場に関する情報」や「最近の地

域の出来事」など雑談を交えながら情報共有してい

ます。代表から「この取り組みを通じて様々な分野

の⽅とつながる機会になった」と声が。

 イベントを通じて、地域住⺠と顔の⾒える関係づ

くりにもつながっており、⾒守りの機能にも影響し

ています。

▲お庭の花々を参加者へ案内している様⼦

スタッフの声から。
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